
　４月１６日草木保育園の園児たちが、近くの田んぼ一面に咲くレンゲ草を
見に散歩へ出掛けました。子どもたちはレンゲ草を摘んだり、首飾りを作った
りして田んぼの中を所狭しと駆け回りました。レンゲ草は田おこしの際にすき
込まれ、阿久比米「れんげちゃん」の肥料となります。 

No. 957

“レンゲ草いっぱい摘んだよ” 

5 
1

主な内容 

新行政協力員紹介 

まちの話題 

あぐいぶらり旅 

生涯学習フェスティバル 

ページ 

　町と各地区のパイプ役として活躍してい
ただく平成２０年度の行政協力員を紹介。 

　各地区で行われた、春祭りを
写真で紹介。 

　地図を見ながらの悪戦苦闘が
続く。人に道を尋ねて…。 

　今年も盛りだくさんのイベントを企
画。二日間で行われる内容を紹介。 

□ 9

□ 8

□ 4

□ 2
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広報あぐい　２００８年５月１日号

横　松萩

澤
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明

�（
４
８
）３
２
６
０

青
木　

敏
生

�（
４
８
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９
７

宮　津宮津団地宮津山田板　山

新
美　

�
芳

�（
４
８
）０
９
１
６

石
原　

章
信

�（
４
８
）２
９
９
６

平
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�（
４
８
）２
９
５
２

山
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勲

�（
４
８
）２
７
６
３

福　住福住園高台白　沢白沢台

岡
戸　

喜
三

�（
４
８
）４
８
０
８

稲
熊　

今
朝
彌

�（
４
８
）３
２
７
８

竹
内　

寛
司

�（
４
８
）１
２
０
８

神
谷　

則
光

�（
４
８
）５
６
１
９

高根台草　木坂　部卯之山

今
和
泉　

喜
之

�（
４
７
）０
３
８
２

都
築　

信
昌

�（
４
８
）１
９
１
４

新
美　

作
夫

�（
４
８
）３
８
６
０

新
美　

賢
吉

�（
４
８
）５
４
２
６

阿久比団地阿久比椋　岡矢　口

原　
　

瑛
智

�（
４
８
）０
３
９
２

竹
内　

勇
治

�（
４
８
）１
４
０
６

田
島　

恒
久

�（
４
８
）１
１
９
４

鈴
木　
　

茂

�（
４
８
）４
５
３
６

高　岡植大古根メイツ巽ヶ丘

石
垣　

良
治

�（
４
８
）１
８
５
５

新
美　

雅
志

�（
４
８
）０
０
７
５

新
美　

正
春

�（
４
８
）０
３
１
２

安
岡　

昭
彦

�（
４
８
）６
６
０
５

□
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
７
）

行
政
協
力
員
の
皆
さ
ん
で
す

　平成２０年度の行政協力員の皆さんが決
まりました。
　行政協力員の皆さんは、大字や自治会
の長に選出された方で、地域の要望や意
見の取りまとめなど、町と地域を結ぶ
パイプ役として１年間ご協力いただきま
す。（敬称略）
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□問い合わせ先
　阿久比町行政改革推進本部事務局
　企画財政課　�（４８）１１１１（内２０４）

　

阿
久
比
町
第
三
次
行
政
改
革
の
進
展
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
の
取
り
組
み
と
そ
れ
に

伴
う
影
響
額
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

平成１９年度影響額平成１９年度の取り組み内　　　　　　容

０平成１７年度完了簡易文書の押印廃止
規制緩和の推進

０平成１７年度完了公印の押印廃止

△１,０３３万３,０００円平成１７年度対比１０％カット単独補助金の見直し補助金などの整理合理化

△３,２００万５,０００円平成１７年度完了部・課・係の統廃合機能的に展開できる組
織・機構の見直し

△２９６万５,０００円嘱託職員を５人から４人へ１人減スポーツ村の管理体制
職員配置の見直し

△３,１７７万７,０００円図書館係長を社会教育係長と兼務　給食センター所長を嘱託化図書館と給食センターの管理体制

△２,２１６万２,０００円適正化計画の推進を継続
一般職１９２人定員適正化計画の策定・推進定員適正化計画の策定

△４１万円平成１７年度完了課長補佐職の管理職移行給与の適正化

１２２万６,０００円グループウエアの導入を完了庁内 LANの活用
行政の情報化などの推進

４８６万５,０００円情報系端末５５台導入計画的なパソコン導入

２３９万円
平成１９年１１月屋内体育施設予約開始（ふれあいの森体育室・
丸山公園武道場）
施設予約システム参加負担金

公共施設利用申し込みの簡素化行政サービスの向上

０行革などを適宜公表、インターネットを利用した、町民からの
意見・要望聴取公表・広聴事業の多角化住民への情報提供

△１,３８５万７,０００円平成１７年度完了（０.７％→０.３％）納期前全納報奨金の交付率の引き下げ自主財源の確保

９万５,０００円平成１７年度完了バランスシートの作成予算の厳正な執行

２６２万５,０００円全事業の事務事業評価と施策評価を導入行政評価制度の導入経費の節減合理化

△１２４万７,０００円申請に基づき判定委員会で使用料減免団体を決定（２８３団体）
１０月から適用を開始

使用料減免措置の廃止
（新しい減免基準の適用）受益者負担の適正化

△６２万円平成１７年度完了教室など受講料の見直し

△６０万円平成１７年度完了デイサービス活動室の環境改善既存施設の有効利用

△６２４万２,０００円新行動計画の実施新行動計画の策定（コスト縮減）コスト縮減

１８１万９,０００円県公共事業支援システム参加負担金電子入札制度の導入適切な入札方式の採用

０引き続き課長補佐への昇格の実施と女性職員の積極的な昇格に
努め、特別昇給の導入を図る。給与水準の是正（ラスパイレス指数）給与の適正化

１,５９０万円愛知県から建設課へ１人、教育委員会へ２人派遣
知多県税事務所へ１人派遣、知多県税事務所から２人派遣

県との人事交流、研修の積極的な参加と民間
研修機関の活用人材の育成確保

２,１３７万１,０００円平成１８年度完了戸籍の電算化
行政の情報化などの推進

０県における「県・市町村共同利用型GIS」の計画に参加する。土地整理図など地図情報のデジタル化

０庁舎内において検討会を２回開催
統廃合について４パターンの問題点などを検討保育園の統廃合の検討公共施設

０地区公民館（５）、白沢区民館の６施設に指定管理者制度を導入指定管理者制度の導入検討と行政のスリム化

０
意識改革、接客サービス向上のため、入庁後８年目までの一般
職対象に町内大手販売店で研修。派遣人員７人、期間７日（内２
日休み）

職員の意識改革（民間などの人事）交流

０パブリックコメント制度導入　阿久比町生涯スポーツ振興計画はじめ５件職員、町民を対象とした経費の節減に関する提案制度、開かれた行政

平成１９年度影響額
△７,１９２万７,０００円

　
行

革 
進
展
状
況

進
展
状
況 
　
行

革 
進
展
状
況

進
展
状
況 
　
行

革 
進
展
状
況 

報
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各
地
区
の
神
社
な
ど
で
春
祭
り

が
行
わ
れ
、
祭
り
囃
子
の
音
色
が

町
中
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

４月６日  子供 神  興 で高岡地区を練り歩く子どもたち
み こし

萩地区祭礼

宮津地区祭礼

４月６日  子供山車を引く矢口地区の子どもたち
大古根地区祭礼

�������
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

４月１４日、子ども総合支援センター（阿久比スポー
ツ村クラブハウス２階）内に「子育て支援センター
あぐぴっぴ」がオープンしました。
０歳から就学前までの子どもと保護者を対象に、子

育てを支援する場所です。「『あぐぴっぴ』は教育の場
ではありません。母親同士をつなぐ手助けをしたいと
思います。一人で悩まず、仲間と一緒に肩の力を抜い
て、子どもといっぱい遊んでください」とスタッフは
呼び掛けます。
親子でカレンダー作りを楽しんだり、毎月第２・第４

木曜日にはスポーツ村陸上競技場で遊んだりできる数
多くの催しが用意されています。子育て中の皆さん一
度遊びに行きませんか。

会社創業４５周年と町制施行５５周年を記念して、（株）
キクテックから「安全・安心パトロールカー」が阿久
比町へ寄付されました。車は白と黒のツートンカラー
で青色回転灯が取り付けられています。
４月１４日、役場玄関前でパトロールカーの贈呈式と

出発式が行われました。
新美喜久雄代表取締役社長から町長へ目録が手渡さ
れました。テープカットの後「安全・安心パトロール
カー」の青色回転灯を点灯させ、町職員が町内の防犯
パトロールに出掛けました。
住みよいまちづくりを進めるために、「安全・安心パ

トロールカー」をフル活用して防犯と交通安全の啓発
に努めます。

楽しく体操を行う保護者と子ども

“あぐぴっぴ”ではみんな仲良し

テープカットを行う町長ら

パトロールに出掛ける「安全・安心パトロールカー」
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８５ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合
は�（４８）７０３０へ問い合わせてくださ
い。最新のメッセージを聞くことがで
きます。

宅
が
安
全
か
ど
う
か
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
宅
情
報
の

入
力
方
法
に
よ
っ
て
、
簡
易
法
（
選
択
式
）

と
詳
細
法
（
Ｃ
Ａ
Ｄ
入
力
）
の
二
種
類
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
選
べ
ま
す
。

　

簡
易
法
は
、
主
に
絵
や
写
真
か
ら
自
宅

の
特
徴
を
選
び
、
手
軽
に
自
宅
の
耐
震
性

が
確
認
で
き
ま
す
。

　

詳
細
法
は
、Ｃ
Ａ
Ｄ
図
面
を
描
く
事
で

自
宅
の
情
報
を
入
力
し
、高
精
度
な
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。建
物
倒
壊

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
前
後
で
、地
盤
と
家

具
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
え
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
、

東
海
・
東
南
海
地
震
連
動
時
に
予
測
さ
れ

る
震
度
や
液
状
化
の
危
険
度
な
ど
の
情
報

を
表
示
す
る
「
防
災
マ
ッ
プ
」
や
防
災
に

関
す
る
ビ
デ
オ
映
像
を
配
信
、
愛
知
県
が

行
っ
た
地
震
防
災
関
係
各
種
調
査
の
報
告

書
（
県
内
の
活
断
層
の
位
置
な
ど
）
な
ど

が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は

http://w
w
w
.quake

‐learning.pref.
aichi.jp/

　

阿
久
比
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
防
災
交
通
課

の
サ
イ
ト
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　

愛
知
県
は
四
月
七
日
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
「
防
災
学
習
シ
ス
テ
ム
」
の
提

供
を
始
め
ま
し
た
。

　

防
災
学
習
シ
ス
テ
ム
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
住
ん
で
い
る
地
域
で
東
海

地
震
・
東
南
海
地
震
が
発
生
し
た
と
き
の

地
震
の
大
き
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
宅
の
情
報
を
入
力
す
る
と
、
大
地
震
時

の
自
宅
の
様
子
を
動
画
に
よ
り
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
建
物
倒
壊
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

　

大
地
震
に
対
し
て
木
造
の
戸
建
て
の
自

シミュレーションから 
・簡易法（震度を選択） 
または 
・簡易法（位置を選択） 
または 
・詳細法 
を選択します。 

一覧から震度を選択 
または 

地図から位置を選択 

建物データ選択入力 建物倒壊シミュレータ 

地図から位置を選択 

地盤応答シミュレータ 建物データCAD入力 建物倒壊シミュレータ 家具倒壊シミュレータ 

簡易法（選択式） 

詳細法（選択式） 

　町民の皆さんに、災害に関する情報や台風などの気象情報を迅速、的確にお知らせするために、「あんしん・防災ねっ
と」を開設しています。
 災害時緊急メール 
　携帯電話のメールアドレスを登録することで、町から発信する防災の緊急情報などをメールでお知らせします。
※　災害時緊急メール登録者数８９８人（４月２１日現在）
　インターネット接続画面からアドレスを入力してください。
☆アドレス
　http://www.anshin-bousai.net/agui/
※　すべての携帯電話端末に対応しています。
※　阿久比町のＨＰからも閲覧できます。☆阿久比町のＨＰアドレス　http://www.town.agui.lg.jp

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報をををををををををををををををををををををををををををををををを防災緊急情報を 携帯電話で
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家庭からの働きかけ

　生活習慣・学習習慣・食育研究部会がまとめた「家庭、園・学校がともに育ち合うための手
引き」から、中学校２年生（１４歳）の部分を紹介します。家庭教育の参考にしてください。 

目指す子どもの姿と働きかけ 中学校 ２ 年生（１４ 歳）

学校からの働きかけ
□　相手や場面に応じた、気持ちのよいあいさつを実践さ
　せる。
□　式や集会、授業時など、時と場に応じた服装をさせる。
□　来訪者への接し方について話す。
□　学級の係・当番、行事での自分の役割に責任と誇りを
　持たせる。
□　職場体験の意義を踏まえた上で活動に参加させる。

□　食品の表示から加工食品の成分や栄養成分を読みと
　り、自身の食生活に活用でき
　るよう指導する。
□　おやつや夜食の上手な取り
　方を指導する。

□　目標に向けた学習の必要性を教える。
□　学習の進め方についてアドバイスする。
□　個々の生徒の適性発見に努
　めるとともに、多様な情報を
　選択する方法について教える。

□　あいさつ（オアシス）が、場面に応じて正しくで
　きる。
□　場面に応じた服装ができる。　　
□　客や訪問者への適切な応対ができる。
□　家庭や学校で自分が果たす役割を考え、行動する。
□　ボランティア活動に積極的に参加する。

生活習慣 家庭や学校・地域社会での自分の役割を自覚し、行動する生徒

□　自分にあったより効果的な学習方法を見つけ実践
　する。
□　目標を達成するためには学習が必要なことを知る。
□　進路についていろいろな情報を得る。

□　表示について知り、安全安心な食材を選ぶ。
□　おやつや夜食の役割を理解した上で食べる。
□　簡単な調理をする。（１食分）

□　社会生活におけるあいさつの大切さについて話し合
　う。
□　外出先や目的にふさわしい服装
　について話し合う。
□　来客への応対について話す。
□　家族それぞれの役割とは何かを
　話し合う。
□　仕事の意義について話し合う。

□　いつでも相談できる雰囲気をつくっておく。
□　学ぶことの大切さを、経験をもとに語り掛ける。
□　将来の夢について話題にしたり、
　保護者の職業観について話をした
　りする。

□　買い物の際、常に表示を確認して、納得した買い物を
　するなど家庭が賢い消費者の手本
　となる。
□　おやつや夜食について子どもと
　一緒に相談しながら作る。
□　一緒に調理をしたり、時には買
　い物から調理まで任せたりする。

□問い合わせ先　学校教育課�（４８）１１１１（内２０２）

学習習慣 自分の学習について評価し、進んで学習する生徒

食　育 ３食以外のおやつや夜食にも気を配る生徒
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前
回
ま
で
進
ん
だ
場
所
か
ら
地
図
上
に

道
は
な
い
。
雑
木
林
が
広
が
る
付
近
に
境

界
が
存
在
す
る
。
前
に
進
む
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
屋
郷
池
の
脇
道
を
東
へ
抜
け

て
半
田
市
の
方
か
ら
回
り
道
を
す
る
。

養
鶏
場
の
前
で
番
犬
に
ほ
え
ら
れ
る
。

「
う
ち
の
愛
犬
は
、
花
火
や
雷
が
鳴
る
と
、

よ
く
ほ
え
て
、
人
が
来
る
と
ほ
え
ず
に
寝

て
る
、ま
ぬ
け
な
犬
な
ん
だ
よ
ね
」。
友
人

は
「
飼
い
主
に
、
似
る
っ
て
言
い
ま
す
よ

ね
」
と
舌
を
出
す
。

畑
で
仕
事
を
す
る
女
性
に
「
阿
久
比
の

方
へ
行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
」

と
道
を
尋
ね
る
。
女
性
は
前
方
の
道
を
指

し
て
「
昔
は
行
け
た
け
ど
、
今
は
途
中
か

ら
歩
け
る
道
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
教
え
て
く

れ
る
。

「
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
」
と
い
う
気
持

ち
で
前
に
進
む
。「
僕
の
好
き
だ
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
選
手
が
引
退
の
と
き
に
『
こ
の
道

を
行
け
ば
ど
う
な
る
も
の
か
。
危
ぶ
む
な

か
れ
。
危
ぶ
め
ば
そ
こ
に
道
は
な
し
。
迷

わ
ず
行
け
よ
。行
け
ば
分
か
る
さ
』と
言
っ

て
い
た
け
ど
ま
さ
に
そ
の
心
境
だ
な
あ
」

と
私
が
友
人
に
話
し
掛
け
る
と
、「
危
険
な

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
」
と
冷
静
な
答
え

が
返
っ
て
く
る
。

人
里
か
ら
少
し
離
れ
た
道
の
途
中
の
民

家
か
ら
、
西
の
方
角
を
眺
め
る
と
、
宮
津

団
地
の
建
物
が
遠
く
に
見
え
、
目
の
前
で

は
宅
地
開
発
が
進
む
。

こ
の
民
家
よ
り
も
先
は
、
行
き
止
ま
り

の
よ
う
だ
。
私
た
ち
が
う
ろ
う
ろ
し
て
い

る
の
が
怪
し
い
と
思
っ
て
か
、
家
の
中
か

ら
男
性
が
現
れ
る
。

事
情
を
話
す
。「
わ
し
の
住
ん
で
い
る
場

所
は
半
田
市
。
こ
の
垣
根
か
ら
は
阿
久
比

町
だ
よ
。
つ
い
こ
の
前
ま
で
は
山
だ
っ
た

の
に
、
す
ご
く
見
通
し
が
よ
く
な
っ
た
な

あ
。
こ
こ
か
ら
先
は
無
理
だ
よ
」。
友
人
が

言
う
よ
う
に
危
険
な
こ
と
は
避
け
、
再
び

回
り
道
を
す
る
。

境
界
部
分
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
ま
ま
進
ん
で
し
ま
っ
て
は
、「
境
界
線
を

行
く
」
に
は
な
ら
な
い
。
か
な
り
の
ロ
ス

に
は
な
る
が
上
長
根
池
ま
で
行
き
、
先
ほ

ど
話
を
聞
い
た
男
性
の
家
を
確
認
す
る
た

め
、
池
の
横
の
山
道
を
南
の
方
へ
歩
く
。

清
水
が
湧
く
の
か
、
道
は
ぬ
れ
て
足
場

が
悪
い
。
脇
の
土
手
に
は
青
々
と
シ
ダ
が

生
い
茂
る
。
し
ば
ら
く
歩
い
た
高
台
か
ら

男
性
の
家
が
見
え
た
。「
ま
あ
こ
れ
で
良
し

と
し
よ
う
」
二
人
の
気
持
ち
が
一
致
。
来

た
道
を
引
き
返
す
。

「
す
べ
っ
て
転
ぶ
な
よ
」
と
言
っ
た
矢

先
、
私
が
水
た
ま
り
に
は
ま
り
、
友
人
は

二
回
転
ん
だ
。
頑
張
っ
て
県
道
西
尾
知
多

線
ま
で
歩
を
進
め
た
。

次
回
に
つ
づ
く
。

知多市 

阿久比町 

半田市 

東浦町 

常滑市 

半田池 

屋郷池 

上長根池 

役場 
スタート地点 

境界の西は開発が進み、遠くには宮津団地

シダが生い茂る山道
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□記念講演会（南館ホール） 
　入場無料、整理券が必要です。整理券は、5月7日（水）
から社会教育課窓口、公民館窓口で配布します。 

17日（土） 
　受付午後1時～（開演午後1時30分～） 
演題「街道てくてく旅」 

～であい・ふれあい・かたりあい～ 
講師　元五輪代表 
　　　勅使川原郁恵さん 
　3回のオリンピックにショートトラッ 
ク・スピードスケート選手として出 
場。現在は日本ウォーキング協会の 
親善大使としてウォーキングの普及 
活動などに活躍されています。 

□遊び方教室コーナー（本館３階） 
17日（土）午前10時～正午 
　毎月第3土曜日にふれあいの森で実施している「遊
び方教室」を中央公民館で行います。 
　子どもだけでなく、家族の方も参加できます。 

□発明クラブコーナー（本館３階） 
18日（日）午前10時～正午 
　発想を活かして楽しい発明、ものづくりに挑戦しよう。 

□あぐいの地名展覧会（本館３階） 
17日（土）・18日（日）午前10時～午後3時 
　あなたの住むまちの名前は、どのようにつけられた
のか知ることができます。 

 
 
□パターゴルフ無料体験コーナー 
17日（土）・18日（日）午前9時～午後3時 
両日とも先着200人限定 

□ニュースポーツ紹介コーナー 
17日（土）午後1時～午後3時 
18日（日）午前10時～午後3時 
　フロッカーなど新しくて楽しいスポーツを紹介します。 

・　このほかにも楽しいイベントを企画しています。 
・　内容は予告なく変更する場合があります。 

　阿久比町教育委員社会教育課 
　fl（48）1111（内線262・280） 
　　主催／阿久比町生涯学習推進協議会 
　　　　　・阿久比町・阿久比町教育委員会 
　　共催／阿久比町文化協会 
　　　　　・阿久比町体育指導委員会 

 
17日（土）・18日（日）午前9時～午後4時 
　絵画や書道の展示コーナーです。 

　18日（日）午前9時30分～ 
　中央公民館南館ホールで芸能の発表会を行
います。　　　　　　　（抽選会もあります） 

　17日（土）・18日（日） 
俳句大会　　　　17日（土）午前10時～ 
短歌大会　　　　18日（日）午後１時～ 
狂俳大会　　　　18日（日）午前9時～ 
囲碁・将棋大会　18日（日）午前10時～ 

 
18日（日）午前10時～（雨天中止） 

 
17日（土）・18日（日）午前9時～午後4時 
　盆栽・朴作品の即売会です。 

 
18日（日）午後1時～午後3時 
　透明傘に自由に描いてみよう。あなただけ
のオリジナルアートができあがります。 

 
17日（土）・18日（日） 
　今年もやります“キッズ屋台村” 
　輪投げや駄菓子屋さんに来てね。

 
17日（土）・18日（日） 
　書道や生け花など体験してみよう。 

 
17日（土）・18日（日） 
　全部まわるとお楽しみグッズがもらえるよ。 

問い合わせ先 問い合わせ先 
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�◆
期
間　

六
月
五
日（
木
）〜

　
　
　
　

八
月
五
日（
火
）全
三
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
零
時
半

◆
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

◆
対
象　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ

親
（
託
児
付
き
。
託
児
で
き
る

人
数
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
）

◆
定
員　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
五
百
円
程
度

◆
内
容　

子
ど
も
の
成
長
と
家
族
の
健
康

を
考
え
、
地
元
の
食
材
で
料
理

や
お
か
し
を
作
り
ま
す
。

◆
講
師　

管
理
栄
養
士　

岡
本
和
代
ほ
か

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

　
　
　
　

環
境
衛
生
課
保
健
係

�◆
期
間　

六
月
四
日（
水
）〜

　
　
　
　

六
月
十
一
日（
水
）全
六
回

食
育
講
座　

い
き
い
き
マ
マ
パ
パ

応
援
企
画「
健
康
料
理
教
室
」

パ
ソ
コ
ン
教
室
「
基
礎
」

◆
時
間　

午
後
四
時
〜
午
後
六
時

◆
会
場　

阿
久
比
中
学
校

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
六
百
円
程
度

◆
内
容　

パ
ソ
コ
ン
に
初
め
て
触
る
方
、

ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い
人
の
た

め
の
入
門
講
座
で
す
。

◆
講
師　

高
士
敦
子

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

六
月
十
三
日（
金
）〜

　
　
　
　

七
月
十
八
日（
金
）全
五
回

◆
時
間　

午
前
九
時
半
〜
午
前
十
一
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
八
人

パ
ソ
コ
ン
教
室
「
パ
ソ
コ
ン
で
描
く
」

◆
受
講
料
な
ど　

千
円
程
度

◆
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
ペ
イ
ン
ト
を
使
っ

て
絵
を
書
き
ま
す
。
簡
単
な
パ

ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
る
方
対

象
で
す
。

◆
講
師　

前
屋
舗　

明

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

五
月
二
十
二
日（
木
）〜

　
　
　
　

七
月
二
十
四
日（
木
）全
五
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
零
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般
（
男
性
）

◆
定
員　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
五
百
円
程
度

◆
講
師　

管
理
栄
養
士　

岡
本
和
代

◆
内
容　

簡
単
で
、
健
康
に
良
い
料
理
を

作
り
ま
す
。

男
性
料
理
教
室

平
成
２０
年
度
第
一
期 

生
涯
学
習
教
室
・
講
座
開
講 

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん

の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
教
室
・
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
年
四
回
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
第
一
回
目
で
す
。 

　
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

※
　
小
学
生
対
象
の
講
座
の
案
内
は
、
各
小
学
校
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。 

昨年の食育講座

パソコン教室の様子

料理をする男性の皆さん
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�◆
期
間　

五
月
二
十
七
日（
火
）〜

　
　
　
　

七
月
二
十
二
日（
火
）全
五
回

◆
時
間　

午
前
九
時
半
〜
午
後
零
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
円
程
度

◆
内
容　

家
庭
で
で
き
る
パ
ン
の
作
り
方

を
学
び
ま
す
。
デ
ザ
ー
ト
や

ス
ー
プ
も
作
り
ま
す
。

◆
講
師　

宮
本
友
美

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

五
月
十
四
日（
水
）〜

　
　
　
　

七
月
九
日（
水
）全
五
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

手
作
り
パ
ン
教
室

押
し
花
教
室

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
四
百
円
程
度

◆
内
容　

押
し
花
の
基
本
を
学
び
、
小
物

や
額
な
ど
を
作
り
ま
す
。

◆
講
師　

竹
内
邦
子

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

六
月
十
九
日
（
木
）

◆
時
間　

午
後
二
時
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

三
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
講
師　

愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー
職
員

◆
内
容　

犬
の
し
つ
け
の
仕
方
や
マ
ナ
ー
、

病
気
の
予
防
な
ど
を
学
び
ま
す
。

犬
の
し
つ
け
と
マ
ナ
ー

�

�

�

�

����������������������������������������

����������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
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□申込資格
　町内在住・在勤・在学している方

□申込期間
　５月１５日（木）まで（押し花教室は５月９日まで）

□申し込み方法
　　電話（平日午前９時～午後５時）、ＦＡＸ、メール、公民館窓口で申
し込んでください。阿久比町ホームページ「暮らしの情報」からも申し
込みできます。
　※　定員を超えた場合は初めての方を優先し、抽選により決定させてい
ただきます。申し込みが十人未満の場合や講師の都合により変更など
もありますのでご了承ください。

□問い合わせ先
　社会教育課公民館係　�（４８）１１１１（内２６０）　ＦＡＸ（４８）６２２９
　メールアドレス shakyo@town.agui.lg.jp

押し花教室の作品

犬のしつけについて話す講師
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自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちでででででででででででででででででででででででででででででで「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ママママママママママママママママママママママママママママママイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイススススススススススススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデディィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座をををををををををををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ししししししししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか自分たちで「学習する場」マイスタディ講座を開設しませんか

ママママママママママママママママママママママママママママママイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイププププププププププププププププププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーースススススススススススススススススススススススススススススス講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座をををををををををををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ししししししししししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててててててててててて、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師ととととととととととととととととととととととととととととととししししししししししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててててててててててて活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍ししししししししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかマイプロデュース講座を開設して、講師として活躍しませんか

　マイスタディ講座とは、町民の皆さん自身が企画し運営する講座です。
□費　用　一講座当たり講師費用として ２５,０００ 円を限度として負担します。受講料と施設使用料は原則無料で
　すが、その他の必要経費は自己負担となります。
□対象者　町内在住・在勤者（申請者は成人の方に限ります）
□募集講座　６講座
□応募期間　５月 ３０ 日（金）まで。６講座に満たない場合は随時募集します。
□規模など　集合学習方式で１講座 １０ 人以上、学習時間は１回につき２時間程度で５回以上とします。
□開設時期　平成 ２０ 年７月～平成 ２１ 年３月
□会　場　町内の公共施設
□申し込み方法　一緒に学習する人を３人集め、社会教育課公民館係へ開設申請をしてください。教育委員会
　で審査後、広報あぐいなどで講座参加者を募集し、１０ 人以上になったら活動できます。
□学習内容の領域
・　教養・情操の育成に関すること。（芸術・芸能・手工芸・文学歴史・音楽・自然科学など）
・　地域社会や住民生活に関すること。（地域づくり・人間関係・人権教育・環境浄化・ボランティア活動など）
・　青少年、女性教育や家庭生活に関すること。（家庭生活・子育て・消費生活・女性問題など）
・　国際問題に関すること。（国際情報・異文化理解・国際交流・語学など）
・　安全・健康に関すること。（食育・食品公害・健康・医学・緑化問題など）
※　政治・宗教・営利を目的としたものは除きます。
□問い合わせ先　社会教育課公民館係　�（４８）１１１１（内２６０）

　マイプロデュース講座とは、自分の得意なことを活かして教えたい方が、自ら企画し運営する講座です。
□費　用　１講座当たり講師費用として ２５,０００ 円を限度として負担します。施設使用料は原則無料ですが、そ
　の他の必要経費は自己負担となり、材料費は受講生の負担となります。
□対象者　町内在住・在勤者（申請者は成人の方に限ります）
□募集講座　４講座
□応募期間　５月 ３０ 日（金）まで。４講座に満たない場合は随時募集します。
□規模など　集合学習方式で１講座 １０ 人以上、学習時間は１回につき２時間程度で５回以上とします。
□開設時期　平成 ２０ 年７月～平成 ２１ 年３月
□会　場　町内の公共施設
□申し込み方法　社会教育課公民館係へ開設申請をしてください。教育委員会で審査後、広報あぐいなどで講
　座参加者を募集し、１０ 人以上になったら活動できます。
□学習内容の領域
・　教養・情操の育成に関すること。（芸術・芸能・手工芸・文学歴史・音楽・自然科学など）
・　地域社会や住民生活に関すること。（地域づくり・人間関係・人権教育・環境浄化・ボランティア活動など）
・　青少年、女性教育や家庭生活に関すること。（家庭生活・子育て・消費生活・女性問題など）
・　国際問題に関すること。（国際情報・異文化理解・国際交流・語学など）
・　安全・健康に関すること。（食育・食品公害・健康・医学・緑化問題など）
※　政治・宗教・営利を目的としたものは除きます。
□問い合わせ先　社会教育課公民館係　�（４８）１１１１（内２６０）
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□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

　

生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
い
き
い
き
と
過

ご
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
生

活
習
慣
に
気
を
付
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

長
年
培
っ
て
き
た
生
活
習
慣
を
変
え
る

こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
い
う

ち
か
ら
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。

　

町
で
は
「
健
康
日
本　

あ
ぐ
い
計
画
」

２１

と
同
時
に
「
す
こ
や
か
親
子
阿
久
比
」
計

画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
、
阿
久
比
中
学
校
の
全
校
生
徒
を

対
象
に
実
施
し
た
、
飲
酒
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

喫
煙
に
関
す
る
調
査
結
果
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　
「
今
ま
で
に
喫
煙
し
た
こ
と
が
あ
る
か
」

と
い
う
問
い
に
つ
い
て
は
、
七
百
十
人
中

十
八
人
（
二
・
五
％
）
が
「
は
い
」
と
答

え
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
三
年
度
、
各
学
年
の
二
ク
ラ
ス

に
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
時
は
、

「
は
い
」
と
答
え
た
人
の
割
合
は
一
二
・

九
％
で
し
た
。

　

ま
た
、
喫
煙
し
た
こ
と
が
な
い
生
徒
の

う
ち
八
四
・
七
％
が
、「
喫
煙
し
た
く
な
い
」

と
思
っ
て
い
る
と
の
結
果
で
し
た
。

　
「
身
近
に
喫
煙
し
て
い
る
人
が
い
る
」と

答
え
た
生
徒
は
六
四
・
八
％
い
ま
し
た
。

　

喫
煙
は
、
肺
や
喉
頭
な
ど
の
が
ん
、
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患
、
心
臓
病
な
ど
に
な
る

危
険
性
が
高
ま
り
「
百
害
あ
っ
て
一
利
な

し
」
で
す
。

　

喫
煙
開
始
の
年
齢
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ

ど
そ
の
害
は
大
き
く
、
未
成
年
で
喫
煙
を

始
め
た
人
の
肺
が
ん
死
亡
率
は
、
喫
煙
し

て
い
な
い
人
の
五
・
七
倍
で
あ
る
と
の
報

告
も
あ
り
ま
す
。
周
り
が
吸
っ
て
い
る
タ

バ
コ
の
煙
に
よ
り
、
吸
っ
て
い
な
い
人
に

も
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

タ
バ
コ
は
ニ
コ
チ
ン
に
よ
る「
依
存
性
」

が
強
く
、
後
に
な
っ
て
や
め
よ
う
と
し
て

も
、
簡
単
に
は
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
も
、
周
囲
の
若
者
に
、
喫
煙
が

健
康
に
及
ぼ
す
害
に
つ
い
て
伝
え
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　

喫
煙
し
て
い
る
人
は
、
自
分
の
た
め
に

禁
煙
を
心
掛
け
、
子
ど
も
の
前
で
は
喫
煙

し
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
分
煙
を
し
ま

し
ょ
う
。

禁煙・分煙を心掛
けましょう！

888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををしししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
　８０ 歳以上で ２０ 本以上自分の歯がある方を募

集しています。

□募集期間

　５月１日（木）～６月 ３０ 日（月）

□対象者

　昭和４年３月 ３１ 日以前に生まれた方

※　以前に表彰を受けられた方は除きます。

□申し込み・問い合わせ先（５０ 音順）
電話番号住　所歯科医院名称
�４８-８００８阿久比町大字宮津字名師 １５-１石橋歯科医院

�４８-０２６２阿久比町大字福住字平野 ２１-１稲葉歯科医院

�４８-９６０８阿久比町大字椋岡字唐松 ３-３クローバーこども歯科

�４８-６０６０阿久比町大字卯坂字小谷 １０３関歯科医院

�４８-３９３９阿久比町大字草木字花吹 ２１竹内歯科医院

�４８-４１３９阿久比町大字福住字高根台 １１-７中村歯科医院

�４８-４６０１阿久比町大字板山字東台 ２１-２ひがし台歯科医院

�４８-３５６５阿久比町大字阿久比字宮後 ３２やなぎその歯科

�４８-７２３４阿久比町大字卯坂字古見堂 ６６-１若子歯科
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ひ
ろ
ち
ゃ
ん
の 
な
が
ぐ
つ
は
、
ピ
ン

ク
い
ろ
。
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
は
、な
が
ぐ
つ
が 

だ
い
す
き
で
す
。
は
れ
の
ひ
も 
あ
め
の

ひ
も
、
な
が
ぐ
つ
を 
は
き
ま
す
。

　

お
さ
ん
ぽ
も 
な
が
ぐ
つ
。
さ
ん
り
ん

し
ゃ
に 
の
る
と
き
も 
な
が
ぐ
つ
。
と
も

だ
ち
と 
あ
そ
ぶ
と
き
も
、
か
い
も
の
に 

い
く
と
き
も 
な
が
ぐ
つ
で
す
。

　

あ
る 
は
れ
た
ひ
の 
こ
と
で
す
。

「
マ
マ
、
お
さ
ん
ぽ
に 
い
っ
て
く
る
ね
」

　

ひ
ろ
ち
ゃ
ん
は
、
な
が
ぐ
つ
を 
は
い

て
、 

ひ
と
り
で 
で
か
け
ま
し
た
。

　

ト
コ 
ト
コ 
ト
コ 
ト
コ
。

　

い
つ
も 
で
ん
し
ゃ
を 
み
に
く
る
、

ガ
ー
ド
し
た
に 
つ
い
た
と
き
で
す
。
と

つ
ぜ
ん
、
な
が
ぐ
つ
が
、
ひ
ろ
ち
ゃ
ん

の
あ
し
を 
ひ
っ
ぱ
る
よ
う
に
、
ぐ
い
ぐ

い 
す
す
み
だ
し
た
の
で
す
。

　

タ
ッ 
タ
ッ 
タ
ッ 
タ
ッ
。 

　

ガ
ー
ド
を
く
ぐ
り
、
た
ん
ぼ
み
ち
を 

ぬ
け
て
、
ち
い
さ
な
は
し
を 
わ
た
り
ま

し
た
。
あ
っ
と
い
う
ま
に
、
し
ら
な
い

み
ち
ま
で 
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も 
な
が
ぐ
つ
は 
ぐ
ん
ぐ
ん 

す
す
ん
で
い
き
ま
す
。
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
は
、

こ
ろ
ば
な
い
よ
う
に 
つ
い
て
い
く
の

が 
せ
い
い
っ
ぱ
い
。

「
う
わ
ぁ
ー
、
こ
わ
い
よ
。
ま
っ
て
よ
、

ま
っ
て
よ
」

　

と
う
と
う 
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
は
、
お
お
ご

え
で 
さ
け
び
ま
し
た
。
そ
の
と
た
ん
、

な
が
ぐ
つ
は 
ピ
タ
リ
と 
と
ま
り
、
ひ
ろ

ち
ゃ
ん
は
、
ス
ト
ー
ン
と 
ふ
か
ふ
か
の 

く
さ
の
う
え
に 
お
っ
こ
ち
ま
し
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
、
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
」

　

し
り
も
ち
を
つ
い
た 
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
の

ま
え
で 
お
お
き
な 
あ
お
い
な
が
ぐ
つ

が
、
に
っ
こ
り
わ
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ひ
ろ
ち
ゃ
ん
は
、
め
を
パ
チ
パ
チ
さ

せ
ま
し
た
。
す
る
と
、
あ
お
い
な
が
ぐ

つ
は
、

「
な
が
ぐ
つ
ラ
ン
ド
へ 
よ
う
こ
そ
。
こ

こ
は
、
な
が
ぐ
つ
よ
う
ち
え
ん
だ
よ
」

と
、
な
が
ぐ
つ
ラ
ン
ド
の 
あ
ん
な
い
を 

は
じ
め
ま
し
た
。

　

い
ろ
と
り
ど
り
の 
な
が
ぐ
つ
た
ち
が
、

お
ん
が
く
に
の
っ
て 
た
の
し
そ
う
に 

お
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
ろ
ち
ゃ
ん
は
、
さ
っ
き
ま
で 
こ
わ

か
っ
た
こ
と
な
ん
か 
す
っ
か
り 
わ
す

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
あ
っ
ち
は 
な
が
ぐ
つ
が
っ
こ
う
で
、

そ
の
む
こ
う
は 
ゆ
う
え
ん
ち
だ
よ
」

「
ゆ
う
え
ん
ち
？ 
い
き
た
い
」

　

ひ
ろ
ち
ゃ
ん
は
、
ゆ
う
え
ん
ち
に
む

か
っ
て 
は
し
り
だ
し
ま
し
た
。
す
る
と
、

ト
ッ 
ト
ッ 
ト
ッ 
ト
ッ 
と
、
ち
い
さ
い

な
が
ぐ
つ
た
ち
が
、
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
の
ま

わ
り
に 
あ
つ
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

「
い
っ
し
ょ
に
の
ろ
う
よ
」

「
ど
こ
か
ら
き
た
の
」

「
あ
そ
ぼ 
あ
そ
ぼ
」

　

ひ
ろ
ち
ゃ
ん
は
、
ち
い
さ
い
な
が
ぐ

つ
と
い
っ
し
ょ
に
、
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン

ド
や 
か
ん
ら
ん
し
ゃ
に 
の
り
ま
し
た
。

「
た
の
し
か
っ
た
ー
」

　

か
ん
ら
ん
し
ゃ
の
し
た
で 
ニ
コ
ニ
コ

し
な
が
ら 
ま
っ
て
い
た 
あ
お
い
な
が

ぐ
つ
は
、
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
を 
ち
ゃ
い
ろ
の

い
え
に 
あ
ん
な
い
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
、
ち
ょ
っ
と 
よ
ご
れ
た
な

が
ぐ
つ
や
、 
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た 
な
が

ぐ
つ
が
、
な
ら
ん
で
い
ま
し
た
。

「
こ
こ
は
、
な
が
ぐ
つ
の 
い
え
だ
よ
。

ふ
る
く
な
っ
た 
な
が
ぐ
つ
た
ち
が
、

や
っ
て
く
る
ん
だ
」

（
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。
わ
た
し
の
な
が

ぐ
つ
も 
あ
る
の
か
し
ら
）

　

ひ
ろ
ち
ゃ
ん
は
、
は
じ
め
て 
か
っ
て

も
ら
っ
た
あ
か
い
な
が
ぐ
つ
を 
お
も
い

だ
し
ま
し
た
。

　

へ
や
の
な
か
で
は
、
く
ろ
く
て 
ピ
カ

ピ
カ
の
な
が
ぐ
つ
が
、
せ
っ
せ
と 
な
が

ぐ
つ
た
ち
を 
な
お
し
た
り 
み
が
い
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

「
み
ん
な
、
ピ
カ
ピ
カ
に
し
て
も
ら
っ

て
、
よ
う
ち
え
ん
や
、
が
っ
こ
う
に
は

い
る
の
を 
た
の
し
み
に 
し
て
い
る
ん

だ
よ
」

　

あ
お
い
な
が
ぐ
つ
は
、
し
ず
か
な
こ

え
で 
い
い
ま
し
た
。

　

ひ
ろ
ち
ゃ
ん
は
、
だ
い
す
き
だ
っ
た 

あ
か
い
な
が
ぐ
つ
を 
さ
が
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
あ
り
ま
し
た
。
み
お
ぼ
え

の
あ
る 
あ
か
い
な
が
ぐ
つ
が
、
す
み
っ

こ
に 
ち
ょ
こ
ん
と 
な
ら
ん
で
い
ま
し

た
。

「
あ
、
わ
た
し
の
な
が
ぐ
つ
」

　

ひ
ろ
ち
ゃ
ん
は
、
ち
い
さ
な
こ
え
で 

つ
ぶ
や
く
と
、
あ
か
い
な
が
ぐ
つ
を  

そ
っ
と 
な
で
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
ね
む
っ
た
よ
う
に 
み
え
て

い
た 
あ
か
い
な
が
ぐ
つ
が
、
キ
ラ
キ

ラ
っ
と
、
か
が
や
き
ま
し
た
。

「
あ
い
に
き
て
く
れ
て 
あ
り
が
と
う
」

　

お
も
わ
ず 
め
を
つ
ぶ
っ
た 
ひ
ろ

ち
ゃ
ん
の 
み
み
に
、
か
わ
い
い
こ
え
が 

き
こ
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
め
を
ひ
ら
い
た
と
き
に
は
、

ガ
ー
ド
の
し
た
に 
た
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ひ
ろ
ち
ゃ
ー
ん
、
ひ
ろ
ち
ゃ
ー
ん
」

と
お
く
の
ほ
う
か
ら
、
マ
マ
の
よ
ぶ
こ

え
が 
ち
か
づ
い
て
き
ま
す
。

　

ひ
ろ
ち
ゃ
ん
の
か
げ
が
、
な
が
く
、

ガ
ー
ド
の
む
こ
う
ま
で 
の
び
て
い
ま
し

た
。

し
ろ
や
ま
会
員　

渡
辺
郁
巳

ひ
ろ
ち
ゃ
ん
の
な
が
ぐ
つ

ひ
ろ
ち
ゃ
ん
の
な
が
ぐ
つ 

ひ
ろ
ち
ゃ
ん
の
な
が
ぐ
つ

ひ
ろ
ち
ゃ
ん
の
な
が
ぐ
つ 

ひ
ろ
ち
ゃ
ん
の
な
が
ぐ
つ

ひ
ろ
ち
ゃ
ん
の
な
が
ぐ
つ 
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　日ごろ、健康だと思っている方の中から、思わぬ病気が発見されること
があります。早期発見、早期治療するための第一歩が健康診査です。次の
とおり健康診査を実施します。ぜひ受診してください。

□対象者・検診項目・持ち物

持ち物対　象検診項目

・　受診票
（５月１日全戸配布
する基本健康診査の
お知らせについてい
ます）
・　健康手帳
（持っている方）

全　員身長・体重
全　員検尿
全　員血圧検査
全　員内科診察
全　員血液検査

医師が必要と認めた方心電図・眼底検査

（ア）平成 ２０ 年度に １６ 歳～ ３９ 歳になる方で、職場な
どの健康診査を受ける機会がない方（昭和 ４４ 年４月
１日～平成５年３月 ３１ 日生まれ）

持ち物対　象検診項目

・　健康保険証
・　健康手帳
（持っている方）

全　員胸部レントゲン

今までに検査をした
ことがない方

B型・C型
肝炎検査

（イ）平成 ２０ 年度に ４０ 歳～ ７４ 歳になる方で、社会保
険に加入している方（昭和 ９ 年４月１日～昭和 ４４ 年３
月 ３１ 日生まれ）

□健康診査日程（ア）・（イ）共通・・都合の良い日程、会場で受けてください。＜料金無料＞

受　　付　　時　　間会　　場健　　診　　日

午後１時 ３０ 分～午後３時南部小学校６月９日 （月）・６月 ２４ 日 （火）

午前９時 ３０ 分～午前 １１ 時高根台集会所６月 １１ 日 （水）

午前９時 ３０ 分～午前 １１ 時白沢区民館６月 １２ 日 （木）

午後１時 ３０ 分～午後３時東部小学校６月 １６ 日 （月）・６月 ３０ 日 （月）

午後１時 ３０ 分～午後３時草木小学校６月 １８ 日 （水）・６月 ２６ 日 （木）

午後１時 ３０ 分～午後３時英比小学校６月 １９ 日 （木）・７月１日 （火）

午前の部　午前９時 ～午前 １１ 時
午後の部　午後１時 ３０ 分～午後３時

保健センター
７月７日 （月）・７月１０日 （木）
７月１１日 （金）

午後の部　午後１時 ３０ 分～午後３時
夜の部　　午後５時～午後７時

保健センター
７月９日 （水）
※８月１日 （金） （予約制）

※８月１日 （金）午後の部または夜の部の受診を希望される方は、保健センターへ申し込みください。

□注意事項
・ 　会場によっては、混雑する事が予想されます。駐車場が限られていますのでご了承ください。６月から東部小
　学校、南部小学校の耐震工事を予定しています。
・ 　健康診断結果によっては、教室の案内などをさせていただく場合もあります。

□（ア）（イ）の対象にあてはまらない方
・　平成 ２０ 年度に ４０ 歳～ ７４ 歳になる方（昭和９年４月１日～昭和 ４４ 年３月 ３１ 日生まれ）で、国民健康保険に加入さ
　れている方⇒保険課国保係から手紙が届きます。
・　平成 ２０ 年４月１日現在で後期高齢者医療保険に加入されている方
　⇒保険課医療年金係から手紙が届きます。

＜問い合わせ先＞　阿久比町保健センター　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）
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消
防
法
で
一
般
住
宅
に
「
住
宅
用
火
災

警
報
器
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

既
存
住
宅
の
設
置
期
限
は
五
月
三
十
一

日
で
す
。

　

設
置
し
て
い
な
い
住
宅
は
、
必
ず
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。
設
置
す
る
場
所
は
主
に

「
寝
室
」
で
す
。
二
階
に
寝
室
が
あ
る
住

宅
は
、
階
段
上
部
に
も
設
置
が
必
要
で
す
。

各
住
宅
の
寝
室
の
場
所
と
数
に
よ
っ
て
設

置
数
が
異
な
り
ま
す
。

購
入
先

　

購
入
は
、
信
頼
の
お
け
る
防
災
設
備
店
、

家
電
販
売
店
、
ガ
ス
器
具
販
売
店
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
ん
で
い
る
地
区
の
自
治
会
な
ど
で
共

同
購
入
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

悪
質
訪
問
業
者
に
注
意

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
不
当
な
価
格
や

必
要
個
数
以
上
に
販
売
し
よ
う
と
す
る
悪

質
訪
問
者
が
出
現
し
、
愛
知
県
内
で
も
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中
部
広
域
事
務

組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

�（
２
１
）１
４
９
１

２階建て住宅設置例 

は設置場所です 

寝室 

居室 

台所 

寝室 

◎　悪質商法の被害に遭わないために 
　　悪質商法の手口は、年々巧妙になってきています。被害に遭わないようにするには、皆さん一人ひ
　とりがしっかりした心構えを持つことが最も大切です。 
　　業者から勧誘を受け、契約するときは、次の「悪質商法撃退１０カ条」を参考にしてください。 

□問い合わせ先　半田警察署　fl（２１）０１１０ 

◆ 何の用？　しっかり聞こう　身分と用件 
◆ おかしいと　思ったときは　ドア閉めて 
◆ もうかります　そんな言葉に　ご用心 
◆ あやしいぞ　人のフトコロ聞く　業者 
◆ 勇気出し　はっきり言おう　いりません 
◆ しつこいな　そんな相手は　１１０番 
◆ 迷ったら　一人で悩まず　まず相談 
◆ サインして　あとでしまった　もう遅い 
◆ 契約は　してもお金は　後払い 
◆ あなたです！　自分の財産　守るのは 

愛知県警では悪質商法からの被害を防ぐために、 

　「悪質商法110番」fl 0 5 2（95 1）41 9 4  

を設けて、皆さんからの相談に応じています。 

　受付時間は、月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）

の午前９時３０分～正午、午後１時～午後４時です。 

よ い く ら し  
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InformationInformation

お知らせ  
InformationInformation

�
　

総
務
省
で
は
、
国
な
ど
の
行
政
の
仕
事

に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
直
接
、
苦
情
や
意

見
を
聴
い
て
、
そ
の
解
決
の
促
進
を
図
り
、

行
政
運
営
の
改
善
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に

「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
行

政
相
談
員
が
行
い
ま
す
。

　

五
月
十
九
日（
月
）か
ら
二
十
五
日（
日
）

ま
で
は
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

春
の
行
政
相
談
週
間
は
、
皆
さ
ん
に
行

政
相
談
制
度
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

各
種
行
事
を
全
国
一
斉
に
集
中
的
に
実
施

し
ま
す
。

　

保
険
・
年
金
・
税
金
・
登
記
・
消
費
者

保
護
、
国
の
行
政
機
関
な
ど
の
窓
口
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
・
要

望
や
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
行
政
相
談
員
、

名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所
、
総
務
省
中
部

管
区
行
政
評
価
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

来
訪
、
電
話
、
文
書
い
ず
れ
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
利
用
で
き

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
。

○
阿
久
比
町
の
行
政
相
談
員

　

伊
藤
政
則
さ
ん

　

�（
４
８
）７
２
２
７

○
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所

　

〒
４
６
０
―
０
０
０
３

　

名
古
屋
市
中
区
錦
３
―　

―　

（
栄
町

２３

３１

ビ
ル
九
階
）

　

�
０
５
２（
９
６
１
）４
５
２
２

※　

窓
口
受
付
時
間
は
午
前
十
時
〜
午
後

六
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

※ 　

受
付
時
間
外
は
留
守
録
音
と
な
り

ま
す
。

○
行
政
苦
情
１
１
０
番

　

�（
０
５
７
０
）０
９
０
１
１
０

※　

窓
口
受
付
時
間
は
平
日
午
前
八
時
半

〜
午
後
五
時
半

※　

受
付
時
間
外
は
留
守
録
音
と
な
り
ま

す
。

○
中
部
管
区
行
政
評
価
局　

首
席
行
政
相

談
官
室

　

〒
４
６
０
―
０
０
０
１

　

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
２
―
５
―
１

　

名
古
屋
合
同
庁
舎
第
２
号
館
四
階

　

�
０
５
２（
９
７
２
）７
４
１
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
２（
９
７
２
）７
４
１
９

○
Ｈ
Ｐ

　
http://w

w
w
.soum

u.go.jp/kanku
/chubu.htm

l

○
電
子
メ
ー
ル
（
苦
情
１
１
０
番
）

　

110cyb32@
soum

u.go.jp

�
　

裁
判
所
で
は
、
五
月
一
日
か
ら
七
日
ま

で
を
「
憲
法
週
間
」
と
定
め
、
法
務
省
、

検
察
庁
、
弁
護
士
会
の
協
力
を
得
て
、
講

演
会
や
無
料
法
律
相
談
な
ど
の
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
裁
判
員
制
度
」の
実
施
が
約
一
年
後
に

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
裁
判
所
で
は
、
模

擬
の
裁
判
員
裁
判
を
重
ね
、
い
ろ
い
ろ
な

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
よ
り
分
か
り
や
す

い
刑
事
裁
判
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
憲
法
週
間
記
念

行
事
で
も
、
裁
判
員
制
度
を
取
り
上
げ
た

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

催
し
が
企
画
さ
れ
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.sai

banin.courts.go.jp/

　

　

各
地
の
裁
判
所
の
催
し
Ｈ
Ｐ　

http:/
/w
w
w
.courts.go.jp/

□
問
い
合
わ
せ
先

　

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課　

　

�
０
５
２（
２
２
３
）０
９
９
４

�
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
で
は
、

障
害
の
あ
る
方
が
参
加
で
き
る
創
作
活
動

の
イ
ベ
ン
ト
を
、
ア
ト
リ
エ
Ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ

ｔ
ｅ
（
あ
ん
だ
ん
て
）
と
の
共
同
企
画
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
布
を
使
っ
て
み
よ

う
」
で
す
。

□
日　

時　

五
月
十
七
日（
土
）　

午
前
十

時
〜
正
午

□
場　

所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

ん
ど
元
浜
事
業
所（
東
海
市
元
浜
町　

）
１０

□
対
象
者　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精

神
障
害
の
あ
る
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る

児
童

□
参
加
費　

四
百
円

□
定　

員　

十
人
（
先
着
順
）

□
応
募
期
間　

五
月
六
日（
火
）〜
五
月
十

五
日（
木
）

□
連
絡
先　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

ん
ど
元
浜
事
業
所　

�
０
５
６
２（
３

９
）２
７
７
８ 
電
子
メ
ー
ル　

sh
ien

@
vanilla.ocn.ne.jp

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
　

阿
久
比
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
大

字
卯
坂
字
桜
ケ
丘
地
内
を
桜
の
名
所
に
し

た
い
と
い
う
趣
旨
で
、
桜
の
手
入
れ
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
や
団
体
な
ど
に
も
こ
の
活
動
に
参

加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
で
き
る
方
（
団
体
な
ど
）
は
、
次

の
方
法
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
日　

時

　

五
月
二
十
二
日（
木
）　

午
前
九
時
〜

□
場　

所　

阿
久
比
中
学
校
西（
多
目
的
広
場
）

□
持
ち
物　

草
刈
り
鎌
、
軍
手
な
ど

□
申
し
込
み
方
法

　

氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
（
団

体
の
場
合
は
、
団
体
名
・
代
表
者
名
・

連
絡
先
）
を
記
入
し
て
五
月
十
六
日
ま

で
に
阿
久
比
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
Ｆ

Ａ
Ｘ（
４
８
）５
４
３
２
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
産
業
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
７
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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�
　

母
子
家
庭
の
母
な
ど
が
就
職
に
結
び
つ

く
技
能
・
資
格
を
習
得
し
、
自
立
を
促
進

す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

□
申
込
対
象
者　

愛
知
県
内
に
住
ん
で
い

る
母
子
家
庭
の
母
と
寡
婦
の
方　

□
日
程
・
講
習
内
容

□
募
集
期
間　

五
月
九
日（
金
）〜
三
十
日（
金
）

□
受
講
料　

無
料

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
６
）

　

愛
知
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

�
０
５
２（
９
１
５
）８
８
６
２

�
　

半
田
消
防
署
で
は
、
救
命
講
習
を
開
催

し
ま
す
。

　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	



使
い
方
の
講
習
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
と

は
、
け
い
れ
ん
し
た
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
る
も
の
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

・
六
月
十
一
日（
水
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

　

半
田
消
防
署
東
浦
支
署

　

定
員
二
十
人
（
先
着
順
）

・
六
月
二
十
一
日（
土
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

　

半
田
消
防
署

　

定
員
三
十
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
消
防
署　

�（
２
１
）１
４
９
２

　

東
浦
支
署　

�
０
５
６
２（
８
３
）０
１

１
９

　

Ｈ
Ｐ　
http://w

w
w
.cac

‐ net.ne.jp
/̃chitachu/

�
　

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得
講
習
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

□
対
象
者　

半
田
市
・
阿
久
比
町
・
武
豊

町
・
東
浦
町
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

（
一
事
業
所
二
人
ま
で
）
で
、
甲
種
防

火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
の
資
格
取
得

を
希
望
す
る
方

□
日　

時　

七
月
三
日（
木
）・
四
日（
金
）

　

午
前
九
時
二
十
分
〜
午
後
五
時

※　

受
付
時
間
は
午
前
九
時
〜
午
前
九
時

二
十
分

□
場　

所　

半
田
市
中
央
公
民
館
講
堂

（
雁
宿
ホ
ー
ル
内
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

�

　

半
田
市
雁
宿
町
１
―　

―
１

２２

□
定　

員　

百
二
十
人
（
先
着
順
）

□
受
講
料

　

二
千
九
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

□
受
付
期
間　

六
月
二
日（
月
）〜
六
月
六

日（
金
）　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

□
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
記
入
し

写
真
二
枚
（
縦
三
�
×
横
二
・
三
�
）

と
受
講
料
を
添
え
て
消
防
本
部
予
防
課

ま
た
は
半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予

防
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp
/̃chitachu/

�
　

五
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
家

内
労
働
旬
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
委
託
者
は
、
家
内
労
働
手
帳
を
交
付
し

ま
し
ょ
う
。

○
家
内
労
働
者
は
、
家
内
労
働
手
帳
を
受

け
取
り
、
記
入
さ
れ
た
事
項
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
家
内
労
働
に
よ
る
災
害

の
防
止
と
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
「
イ
ン
チ
キ
内
職
」
に
よ
る
被
害
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

誰
に
で
も
で
き
る
簡
単
な
仕
事
で
、
高

収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
「
ウ
マ
イ
は
な

し
」
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
労
働
局
賃
金
課
家
内
労
働
係

　

�
０
５
２（
９
７
２
）０
２
５
８

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

半
田
労
働
基
準
監
督
署

　

�（
２
１
）１
０
３
０

�
　

労
働
安
全
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、
従
来

五
十
人
以
上
の
規
模
の
事
業
所
に
義
務
付

け
ら
れ
て
い
た
、
長
時
間
労
働
者
に
対
す

る
医
師
の
面
接
指
導
に
つ
い
て
、
平
成
二

十
年
四
月
一
日
か
ら
は
、
五
十
人
未
満
の

事
業
所
に
も
適
用
に
な
り
ま
し
た
。

長
時
間
労
働
者
と
は　

　

一
カ
月
の
時
間
外
・
休
日
勤
務
時
間
数

が
百
時
間
を
超
え
る
労
働
者
で
、
事
業
者

は
、
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

医
師
に
よ
る
面
接
指
導　
　

　

医
師
の
意
見
を
聴
取
し
、
就
業
状
況
の

改
善
を
図
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
百
時
間
未
満
の
労
働
者
に

も
事
業
者
に
対
し
て
努
力
義
務
が
課
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

　

五
十
人
未
満
の
事
業
所
は
、
産
業
医
の

選
任
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
無
料
で

面
接
指
導
や
健
康
相
談
を
受
付
け
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

医
師
に
よ
る
面
接
指
導
制
度
は
愛
知
労

働
局
労
働
衛
生
課　

�
０
５
２（
９
７

２
）０
２
５
６
、半
田
労
働
基
準
監
督
署

�（
２
１
）１
０
３
０　
　

　

知
多
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

　

�（
２
３
）８
０
９
９

�
�
�
�
�
�
�
	
�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

託児会　場日　程講習内容

なし
名古屋情報メ
ディア専門学校

７月７日（月）
～

９月２２日（月）
のうち１８日間

パソコン
講習初級

あり
（無料）

国際医療管理専
門学校

７月９日（水）
～

９月３０日（火）
のうち１８日間

医療事務

あり
（無料）

名古屋経営会計
専門学校

７月１０日（木）
～

９月１８日（木）
のうち１８日間

経理事務
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�
　

ス
ポ
ー
ツ
を
末
永
く
続
け
る
た
め
に

知
っ
て
お
き
た
い
体
の
知
識
を
、
ス
ポ
ー

ツ
整
形
外
科
医
と
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ
ト

レ
ー
ナ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
解
説

し
ま
す
。

□
対　

象　

健
康
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
む
中
高
年
の
方

□
日　

程　

五
月
十
四
日（
水
）ひ
ざ
痛
に

つ
い
て
、
五
月
二
十
一
日（
水
）肩
痛
・

肩
こ
り
に
つ
い
て
、
五
月
二
十
八
日

（
水
）腰
痛
に
つ
い
て

□
時　

間　

午
後
六
時
受
け
付
け
開
始
、

開
演
午
後
六
時
半
〜
午
後
八
時

□
場　

所　

ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学
研
究
所

体
育
館

□
定　

員　

五
十
人

□
費　

用　

無
料

□
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
研

究
所　

�（
４
８
）７
３
８
３　

受
付
時

間
は
月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

の
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

�
　

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
際
的
に
は
自
然

災
害
地
で
の
救
護
活
動
、
発
展
途
上
国
へ

の
援
助
な
ど
国
際
赤
十
字
の
一
員
と
し
て
、

人
道
的
な
使
命
達
成
の
た
め
の
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
自
然
災
害
、

事
故
災
害
時
に
迅
速
・
的
確
な
救
援
活
動

や
安
全
な
輸
血
用
血
液
の
確
保
、
看
護
師

の
養
成
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

	

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
す
べ
て
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
事
業
資
金
で
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
員
に
加
入
す
る
形
で
事

業
資
金
募
集
を
行
い
ま
す
。
区
長
・
自
治

会
長
を
通
じ
、
各
地
区
の
班
長
（
隣
組
長
）

が
各
家
庭
に
伺
い
ま
す
の
で
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

�
　

四
月
一
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
の
方

に
、
五
月
上
旬
に
自
動
車
税
の
納
税
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。
県
税
事
務
所
・
金
融

機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

名
義
変
更
・
廃
車
な
ど
の
登
録
手
続
き

を
他
の
人
に
依
頼
し
た
自
動
車
に
つ
い
て
、

納
税
通
知
書
が
届
い
た
場
合
は
、
登
録
手

続
き
が
三
月
末
日
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

転
居
な
ど
に
よ
り
納
税
通
知
書
が
届
か

な
い
と
き
は
、
知
多
県
税
事
務
所
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
県
税
事
務
所
課
税
第
二
課
自
動
車

税
グ
ル
ー
プ　

�（
２
１
）８
１
１
１

�
　

災
害
義
援
金
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
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今今月月のの納納税税ななどど

軽自動車税　　　全期分

納期限は６月２日（月）です。

登録内容に変更があったときは、

届け出をお忘れなく。　　　　　　　
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募集期間累計金額義援金の名称

Ｈ１９.７.１７
～

Ｈ２０.７.１６
７１,５９９円

平成１９年
新潟県

中越沖地震
義援金

Ｈ１９.３.２７
～

Ｈ２０.３.３１
（受付終了）

１７８,６１２円
平成１９年
能登半島
地震義援金
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阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，３３６　　（　２３）

人　口　２５，０４８人（　１６）

　男　　１２，３９３人（　２）

　女　　１２，６５５人（　１４）

（　　）は前月との増減数

３月中の異動

　出生　２２　転入　 １７９

　死亡　２０　転出　 １６５

平成２０年４月１日現在

人 口 と 世 帯

主催　ゴミゼロ運動推進連絡会／阿久比町 
□問い合わせ先　環境衛生課　fl（48）1111（内317） 

5月25日（日） 
少雨決行（雨天の場合 中止） 

期日 時間 

午前7時～午前8時 

各地区で参加して 
美しい住みよい 
まちづくりに 

協力してくださいね。 

を開催します 


